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京都光華女子大学

1940年 光華高等女学校

2010年度改組
20102010年度年度1940年 光華高等女学校

として設立

真宗大谷派（東本願寺）

人文学部人文学部人文学部人文学部

文学科文学科
真宗大谷派（東本願寺）
宗門校

づ

文学科文学科

心理学科心理学科

「仏教精神に基づく
女子教育の場の実現」が キャリア形成学部キャリア形成学部キャリア形成学部キャリア形成学部

建学の精神

健康科学部健康科学部健康科学部健康科学部

キャリア形成学科キャリア形成学科

幼稚園・小学校・中学校・
高等学校・短期大学を併設

健康科学部健康科学部健康科学部健康科学部

健康栄養学科健康栄養学科
20112011年度年度高等学校 短期大学を併設
看護学科看護学科

20112011年度年度
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人間科学部（現在）の構成人間科学部（現在）の構成

（人間関係学科）

臨床心理専攻臨床心理専攻 「心理臨床」の専門職

（人間関係学科）

臨床心理専攻臨床心理専攻

心理学専攻心理学専攻

臨床」 専門職

「心理学」を応用する職

メディア情報専攻メディア情報専攻 ICT専門職，ICTを活用する職

健康栄養学科健康栄養学科 「管理栄養士」としての専門職

社会福祉学科社会福祉学科 福祉関係の専門職

京都光華女子大学京都光華女子大学



「メディア情報」の趣旨と教育目標「メディア情報」の趣旨と教育目標

• 趣旨
IT 「人 社会 関わりとそ 活用に– ITの「人・社会」への関わりとその活用に
ついて学ぶ

• 教育目標（人材育成目標）
総合的な能力を有する人材（ソリ シ ン–総合的な能力を有する人材（ソリューション
ワーカ）の育成

– IT活用能力（技能，技術）をベースとした，
社会で活躍できる総合的な能力を養成

京都光華女子大学京都光華女子大学



教育課程と進路
ICT能力（技能，技術）をベースとした①問題発見，②分析・解決，
③企画・立案，④プレゼンテーションの総合的な能力養成を目指して．

卒業後の進路

教育課程

1・2年次 2・3年次 3・４年次学習分野

ICT関係
ICT技術者基礎

情報処理
コンピュータ基礎

基礎

応用
インターネット応用演習

CG応用演習
算

発展
システム設計演習
ネットワーク構築演習

ネットワーク基礎
EUC論

プログラミング

表計算応用演習
システム設計論

Webプログラミング

問題解決型

適用対象 ソリューション
ワーカ

概論・各論
（人・社会・経済･生活等）

社会情報論 人間情報論 メディア情報論
eビジネス マーケティング論 国際関係論

問題解決型
演習

情報システム演習
社会情報演習

問題分析
プレゼン

ワ カ社会情報演習
人間情報演習

卒業研究／卒業論文
基礎

情報管理論

応用

データ解析応用
プレゼン

情報管理論
データベース論
データ解析入門

デ タ解析応用
社会調査法概論／実習
プレゼンテーション演習

京都光華女子大学京都光華女子大学



ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ授業への取組背景ｇ

• 個人的興味
• 取組や具体的成果報告の増加

• 時間割設定の困難
（専攻時間割と学科時間割 資格必修科目）（専攻時間割と学科時間割 資格必修科目）

• サイバーキャンパス整備事業採択
• 現代ＧＰ・学生支援ＧＰ等競争的補助金事業採択
• 大学設置基準変更にともなう学則の変更• 大学設置基準変更にともなう学則の変更
２００８年度からｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇのみによる
授業開始（ 科目）授業開始（２科目）

京都光華女子大学京都光華女子大学



本学のGPについて本学のGPについて

•• GPGPとはとはGPGPとはとは
– 文部科学省が，全国の大学等の学校から申請され
た取組の中から 特に優れた教育プロジェクト(取組)た取組の中から、特に優れた教育プロジェクト(取組)
を選定し，その実施に対して財政支援をするもの

•• ＧＰの狙い・必要性（文部科学省）ＧＰの狙い・必要性（文部科学省）

社会的要請を中心とした大学改革を 競争的資金を– 社会的要請を中心とした大学改革を，競争的資金を
用意することによって促進する．

これにより 次のような変化が起こり 大学はGPに– これにより，次のような変化が起こり，大学はGPに
選定されることへ向けて競争する．

• 従来（競争時代）：大学が偏差値により受験生を選抜従来（競争時代） 大学が偏差値により受験生を選抜

• 今後（全入時代）：受験生が大学をＧＰにより選択
京都光華女子大学京都光華女子大学



本学が選定を受けたGP本学が選定を受けたGP

• 現代GP 平成19年度選定• 現代GP 平成19年度選定
「学生個人を大切にしたキャリア教育の推進」
本学が れ 組 き 教育 び就 支援 姿勢本学がこれまで取り組んできたキャリア教育および就職支援への姿勢と
実績が評価されて，選定された．本学ではこれを受けて，文部科学省の

補助事業として，さらに強力なキャリア（形成）教育と（就職などの）キャリア支援
を推進しているを推進している．

•• 学生支援学生支援GPGP 平成平成2020年度選定年度選定

「学生個人を大切にした総合的支援の推進」
エンロールメント・マネジメントと個別対応教育モデルの実践的融合

本学 は平成 年度に 学生 入学前から卒業後ま を対象に 貫し本学では平成18年度に，学生の入学前から卒業後までを対象に一貫して
教育と学生支援を組織的・体系的に展開し，満足度の高い教育サービスを実現
するという総合学生支援策「エンロールメント・マネジメント（EM）」をスタートさせ
た このGPの取り組みは これをさらに大きくた．このGPの取り組みは，これをさらに大きく
前進させようとする取組である．

京都光華女子大学京都光華女子大学



「学生個人を大切にしたキャリア教育の推進」（取組の概要）

• キャリア（形成）教育

正課と正課外教育を統合する「総合キャリア教育」

キャリア（形成）教育
以下の3点を目標として，社会人として必要な要
件（どのような職に就くにもまず必要な意識と能
力）を備えた人材を育成する

学生

力）を備えた人材を育成する．

– 高い就労意識と職業理解の喚起・醸成
– 基本的能力の養成 総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育

理解力，論理的思考能力，表現力，基礎学力

– 社会人基礎力の養成
調査分析力，プレゼンテーション力，
レポ ト作成能力 ラボレ シ ン力

正課教育 正課外教育正課外教育
連連
携携

レポート作成能力，コラボレーション力，
ICT活用能力，問題発見・解決力

• キャリア形成支援
エクステンショエクステンショ

教 員教 員
キャリア支キャリア支

– キャリアデザインの支援

自己を発見し，その将来を描く

– スキルアップの支援

仕事に生かすスキルを備える

クステンショ
ンセンター
クステンショ
ンセンター

スキルアップ支援

教 員教 員

アカデミックアドバイス
個別面談

援センター援センター

キャリア形成支援
就職支援仕事に生かすスキルを備える

• 就職支援
個別面談 就職支援

京都光華女子大学京都光華女子大学



「学生個人を大切にした総合的支援の推進」（取組の概要）

エンロールメント・マネジメントと個別対応教育モデルの実践的融合エンロールメント・マネジメントと個別対応教育モデルの実践的融合

• ①アセスメントの体系化 生生 個

②トラッキング・サポート

③ラーニングコミュニティ 光華光華navinavi

活活

支支

個

別

対

応

ラーニング
コミュニティ

トラッキング
サポート

という3施策を有機的に

接合する

支支

援援

応

教

育

アセスメント

• それにより、学生支援と

教育モデルの統合度を

ぼさらに高め、隙間と取りこぼしのない支援を実現し、

創発的な学生支援効果を増幅させる

京都光華女子大学京都光華女子大学



戦略的大学連携事業への参画戦略的大学連携事業 の参画

• 平成20年度選定• 平成20年度選定
– 「地域内大学連携によるFDの包括研究と
共通プログラム開発・組織的運用システムの確立」共通プログラム開発・組織的運用システムの確立」
（代表校：佛教大学）

「eラーニングシステムの共有共用化に伴う– 「eラーニングシステムの共有共用化に伴う
教養教育の大学間連携と効率化の促進」
（代表校：京都産業大学）（代表校：京都産業大学）

• 平成21年度選定
「多面的な国際交流の充実と高等教育の質向上に– 「多面的な国際交流の充実と高等教育の質向上に
向けた国際連携プログラム開発」
（代表校：龍谷大学）（代表校：龍谷大学）

京都光華女子大学京都光華女子大学



ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ授業ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ授業
• 対象科目象科目

– コンピュータ基礎（前期）
–ネットワーク基礎（後期）ネットワ ク基礎（後期）

情報通信技術に関する基礎理論（座学講義）
初年次の履修を想定初年次の履修を想定

ＩＣ３（INTERNET AND COMPUTING CORE 
CERTIFICATION）合格レベルCERTIFICATION）合格レベル
全国大学実務教育協会（ＪＡＵＣＢ）認定資格
上級情報処理士・情報処理士 必修科目

対面授業・ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ各１クラスを開講（２００８年度）対面授業 ｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ各１クラスを開講（２００８年度）

京都光華女子大学京都光華女子大学



コンピュータ基礎
Ⅰ.ハードウェア

1 ハードウェアの基礎知識

ネットワーク基礎

1 ネットワークシステム1. ハードウェアの基礎知識
2. 演算装置と制御装置
3. 記憶装置
4 補助記憶装置

1.ネットワークシステム
2.インターネットの仕組みを
理解しよう

3 インターネットでホームページを4. 補助記憶装置
5. 入力装置
6. 出力装置
装 接続

3.インターネットでホームページを
公開しよう

4.インターネットで注意すること
5 インターネットへの接続7. 装置の接続

8. コンピュータとネットワーク
9. コンピュータの処理能力

5.インタ ネットへの接続
6.Webページの閲覧
7.インターネットで欲しい情報を
閲覧するには

10. パソコンの選定
Ⅱ.ソフトウェア

1. ソフトウェアの基礎知識

閲覧するには
8.電子メールの利用
9.電子メールの利用マナー

10 コンピ タ／インタ ネットが1. ソフトウェアの基礎知識
2. ソフトウェアの分類
3. ＯＳの基礎知識
4 Windowsの基礎知識

10.コンピュータ／インターネットが
与える影響

4. Windowsの基礎知識
5. システム設定

京都光華女子大学京都光華女子大学



ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ授業の進め方ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ授業の進め方

① ビデ① ビデオ講義の受講 （９０分×１５回）
ＸＥＲＯＸ社 ＭｅｄｉａＤＥＰＯ使用

② 課題の実施
Ｃｅｒｔｉｐｏｒｔ社 ＩＣ３ Ｂｅｎｃｈｍａｒｋ使用Ｃｅｒｔｉｐｏｒｔ社 ＩＣ３ Ｂｅｎｃｈｍａｒｋ使用
（ＡＳＰ形式のドリル型教材）

③ レポート（講義ノート）提出

④ 質問・コメントの掲示板への投稿④ 質問・コメントの掲示板への投稿

⑤ 受講アンケートに回答

以上，全て指定期日までに完了で加点
京都光華女子大学京都光華女子大学
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期末試験結果（２００８年度）
対面授業クラスとｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇクラスの比較

コンピュータ基礎 ネットワーク基礎コンピュータ基礎
期末試験

受験者数 最高点 最低点 平均点

ネットワーク基礎
期末試験

受験者数 最高点 最低点 平均点

全体 177 92 18 57.3

対面授業クラス 169 92 18 56.6

対面授業クラス

全体 135 96 54 74.5

対面授業クラス 117 92 54 73.5

対面授業クラス対面授業クラス
2～4年生 129 92 19 59.1

e-learningクラス 8 90 58 76.3

対面授業クラス
2～4年生 76 92 54 75.2

e-learningクラス 18 96 67 80.8

両クラスとも同一試験問題 同一条件で実施両クラスとも同一試験問題，同一条件で実施

京都光華女子大学京都光華女子大学



期末試験結果（２００９年度）
対面授業クラスとｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇクラスの比較

コンピュータ基礎
期末試験

受験者数 最高点 最低点 平均点

全体 １４５ ９２ 1７ ５４．９

対面授業クラス １２７ ９１ 1７ ５６ ３対面授業クラス １２７ ９１ 1７ ５６．３

対面授業クラス
2～4年生

５０ ９１ １７ ６２．９

e-learningクラス １８ ９２ ５０ ６９．０

両クラスとも同一試験問題，同一条件で実施

京都光華女子大学京都光華女子大学



アンケート回答集計結果（一部）

1%2%

このビデオを通算何回視聴しましたか？

1%

このビデオを主にどこで視聴しましたか？

19%
最後までは1回も見ていない

1回

2回

20%

学内

自宅

その他

78%
2回

3回以上
79%

その他

0%

講義内容は理解できましたか？ 今回の講義内容は，教室での授業とビデオの どちらが内

容を理解するのに向いていると思いますか？

33%

9%

0%

十分理解できた

ほぼ理解できた

5%

24%

教室での授業

ビデオ講義

58%
あまり理解できなかった

全く理解できなかった
71%

ビデオ講義

どちらとも言えない

回答率：７１．０％
京都光華女子大学京都光華女子大学



疑問と課題（問題提起？）疑問と課題（問題提起？）

• この授業（講義）で２単位与える根拠は？
• 対面授業に相当する教育効果がある保証は？対面授業に相当する教育効果がある保証は？

• ビデオ講義の適正時間は？
９０分×１５回 ４５分×３０回？ 時間ではない？９０分 ５回 ５分 ３０回 時間ではない

• 単位制の位置づけ （１単位４５時間の学習）

京都光華女子大学京都光華女子大学



平成十三年文部科学省告示第五十一号 (大学設置基準
第二十五条第二項の規定に基づく大学が履修させることができる授業等)第二十五条第二項の規定に基づく大学が履修させることができる授業等)

通信衛星、光ファイバ等を用いることにより、多様なメディア通信衛星、光 ァイ 等を用 る より、多様な ディア

を高度に利用して、文字、音声、静止画、動画等の多様な情
報を一体的に扱うもので、次に掲げるいずれかの要件を満

学 学 基準第 条第 規たし、大学において、大学設置基準第二十五条第一項に規
定する面接授業に相当する教育効果を有すると認めたもの
であることであること。

一 同時かつ双方向に行われるものであって、かつ、授業を行う教室等以外の教

室、研究室又はこれらに準ずる場所(大学設置基準第三十一条の規定により単(
位を授与する場合においては、企業の会議室等の職場又は住居に近い場所を
含む。)において履修させるもの

二 毎回の授業の実施に当たって設問解答 添削二 毎回の授業の実施に当たって設問解答、添削
指導、質疑応答等による指導を併せ行うものであっ
て かつ 当該授業に関する学生の意見の交換のて、かつ、当該授業に関する学生の意見の交換の
機会が確保されているもの

京都光華女子大学京都光華女子大学 出典：文部科学省



• ２単位講義 （参照：大学設置基準第二十一条）２単位講義 （参照：大学設置基準第二十 条）

（９０分（２時間）授業（ミニマム！ 標準？）
＋１８０分（４時間）予復習）×１５回＋１８０分（４時間）予復習）×１５回

学生の発言「授業は出ているだけでいいのに，ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇは授業以外に学生の発言 授業は出ているだけでいいのに，ｅ ｌｅａｒｎｉｎｇは授業以外に
やることがたくさんあって大変」 ← 大丈夫か？

京都光華女子大学京都光華女子大学



まとめまとめ

が高• 試験結果はｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇクラスの方が高得点
• 少なくとも対面授業に比較して学習阻害要因は少なくとも対面授業に比較して学習阻害要因は
ないと考えられる

受講者の負担は重い （対面授業に問題あり？）• 受講者の負担は重い （対面授業に問題あり？）

• 教員の負担は更に重い （バックアップ体制要）教員の負担は更に重い （ ックアップ体制要）

京都光華女子大学京都光華女子大学


